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研究成果の概要（和文）：本研究は、鯨類のもつ協調的な社会的知性の進化的基盤を探ることを目的としている。研究
は野生個体および飼育個体を対象として、自然的観察法、実験的観察法、実験的分析法を用いて行われた。その結果、
社会構造と協力行動の関係、ものを伴う遊びと協同捕食、食物分配の関係、互恵性と自発的な向社会行動の関係、協力
行動時の鳴音の役割について新たな知見を得ることができた。今後も引き続き複数の種で研究を行い、社会システムと
協力行動との関係を比較検討していくことが望まれる。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to investigate the evolutionary base of cooperative 
social intelligence in cetaceans. The study was conducted using the natural observation method, the 
experimental observation method, an experimental analysis for natural and captive individuals. As a 
result, I found new knowledges about relations of social strucature and cooperative behavior, social 
object play and cooperative foraging, food sharing, reciprocity and spontaneous prosocial behavior, and 
about function of vocalization during cooperative behavior. It will be necessary to study relationships 
between social systems and cooperative behavior for plural species in the future.

研究分野： 動物行動学　比較認知科学
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１．研究開始当初の背景 
協力行動は同じ種に属する動物が、狩猟や

対捕食者行動、育児といった特定の行動で連
携すること、つまりお互いの利益のために個
体間に生じた協力関係のことである。群れ社
会の有利性として、捕食者の回避、採食行動
上の利益、相互刺激による適応度の増加があ
げられることから、群れ社会を形成する動物
においては、これらの効果や機能を得るため
に協力行動が進化したものと考えられる。動
物の協力行動に関する研究は、これまで主に
霊長類を対象として行われており、多くのデ
ータが集まりつつある。霊長類の非血縁個体
間に見られる協力行動には、子守り行動、養
子取り、毛づくろい行動、闘争の援助、狩猟、
食物分配などが知られている。 
 鯨類、とりわけマイルカ科の鯨類は多様で
複雑な社会を形成する動物である。マイルカ
科においては、一部の種において野外観察か
ら協力行動についての断片的な報告があり、
捕食、繁殖において連合などの協力行動が観
察されている（Boness et al. 2002、Heithaus 
& Dill 2008、中原 2008）。しかしながら、集
団捕食を行っている鯨類が協力的であるか
否かを判断するのは非常に難しい。繁殖行動
に関しても、一部の地域のハンドウイルカに
おいて、オス同士がメスを獲得するために連
合を組むことが知られているが、その他の種
では全く観察例がない。また、鯨類の協力行
動については、飼育下での研究はこれまで行
われてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、鯨類のもつ協調的な社会

的知性の進化的基盤を探ることにある。群れ
社会を形成する動物においては、社会的相互
作用の繰り返しがあり、相手を個体認知でき、
過去のやりとり（貸し借り）を覚える能力が
あれば、血縁関係にない同種個体間でお互い
に協力し合えることが知られている。鯨類に
はこれらの条件を揃える種がいるものの、協
力行動については非常に断片的な報告しか
なく、協力しあう基盤がどこにあるかは全く
解明されていない。本研究では、マイルカ科
の鯨類を対象に、協力行動の種差を観察と実
験から明らかにし、ヒトを含む霊長類とは異
なる過程で進化してきた鯨類の協調的な社
会的知性の進化的基盤について考察を行っ
た。 
 
３．研究の方法 
 鯨類のもつ協調的な社会的知性の進化的
基盤を探るため、比較認知科学的視点から、
鯨類 4 種（ハンドウイルカ、カマイルカ、ハ
ナゴンドウ、シャチ）における協力行動につ
いての特徴を探り、種間で比較する観察的、
実験的研究を行うこととした。 
 
(1) 自然的観察法による研究 
野生下の個体を対象に、協力行動の起こる

文脈、個体間関係、鳴音などの付随する特徴
的な行動について詳細な観察を行い、種間で
比較することによって種ごとの特徴を捉え
ることとした。 
調査は、根室海峡、釧路周辺海域、仙台湾、

銚子周辺海域、駿河湾において行った。対象
種は主にシャチ、カマイルカであったが、発
見のあった鯨類は全て観察することとした。
調査船上から目視観察、ビデオ撮影、曳航式
水中音ステレオモニター装置（備品として購
入）を用いた鳴音収録を行った。目視観察で
は、集団協力行動をはじめとする社会行動に
注目してデータの収集を行った。 
 
(2) 実験的観察法による研究 
 飼育個体を対象に、協力行動が起きやすい
場面を設定し、観察を行った。観察およびデ
ータ収集の内容は(1)と同様であった。ただ
し、鳴音の収録には曳航式ではない水中音ス
テレオモニター装置を用いた。 
 
(3) 実験的分析法による研究 
飼育個体を対象に、2 個体が協力しなけれ

ば達成できない様々な実験課題を実施し、種
によって協力行動の成立に違いが見られる
か、協力するために合図を送るなどのコミュ
ニケーション行動が見られるかを調べた。 
 
４．研究成果 
(1) 自然的観察法による研究 
調査期間中、シャチ、カマイルカの他に、

スナメリ、イシイルカ、ネズミイルカ、ツチ
クジラ、マッコウクジラ、ミンククジラ、ナ
ガスクジラの観察を行ったが、シャチ以外は
観察機会が少なかったこともあって協力行
動を観察することができなかった。スナメリ、
イシイルカ、ネズミイルカのネズミイルカ科
鯨類では、これまで協力行動の観察報告はな
いこと、社会構造は母子を主体とし、群れサ
イズも小さいことから、観察機会の少なさを
差し引いても、血縁者以外との協力行動が行
われている可能
性は低いものと
推察された。 

羅臼周辺海域
では鯨類を捕獲
したシャチの群
れに遭遇し、協
同捕食および食
物分配の可能性が示唆された。他の鯨類につ
いては、詳細な観察を行うことができなかっ
た。これまで、協同捕食はハンドウイルカな
どいくつかのマイルカ科鯨類において観察
されているが、食物分配はシャチ、オキゴン
ドウ（Ford & Ellis, 2006; Baird et al., 
2008）など一部の鯨類で観察されている以外
はほとんど報告がない。今後、他の鯨種も含
めた詳細な観察が必要である。 
 
(2)  実験的観察法による研究 



 九十九島水族館において実験以外の場面
での自発的個体間行動パターンを調べるな
かで、ものを伴う社会的な遊びが確認された。
相手の要求に応じて、個体間でボールを移動
させる状況が確認されるとともに、劣位個体
から優位個体への受け渡しだけでなく、優位
個体も劣位個体へボールを受け渡している
ことが確認された。今後、協力をして狩りを
行うイルカ類の食物分配との関連を調べて
いく予定である。 
 
(3) 実験的分析法による研究 
 九十九島水族館で飼育中のハンドウイル
カとハナゴンドウを対象として、食べ物を介
在しない状況での向社会行動についての実
験を行った。環境エンリッチメント用に作成
したシャワー装置のシャワーとボタン間を

同一個体が押し
て浴びることが
できない距離に
改良し、他個体
のためにボタン
を押すかどうか
実験を行った。
その結果、被験

個体はパートナーからの要求がなくても自
発的に向社会行動を行うことが確認された。
ハンドウイルカと同じように離合集散社会
で生活するチンパンジーでは、個体間の緩や
かな結びつきと個体の選択可能性が向社会
行動の維持に貢献している可能性が示唆さ
れている（山本 2011）。本実験で使用した個
体たちは血縁関係にないものの、友好な関係
を維持しており、日頃から互恵的な関係がで
きていたことも考えられ、それが自発的な向
社会行動につながった可能性が示唆される。 
 また、九十九島水族館では、ジャンピング
キャッチボールと呼ばれる2個体の協力が必
要な課題が展示プログラムの一環として行
われていた。ジャンピングキャッチボールと

は、1個体がジャ
ンプしながらボ
ールを投げ、そ
のボールを他個
体が空中でキャ
ッチするという
もので、ジャン
プのタイミング

がうまく合わないと成功しない。このジャン
ピングキャッチボールにおいて、2 個体がタ
イミングを合わせるためにどのように協力
しているか調べたところ、鳴音を用いてタイ
ミングを合わせている可能性が示唆された。 
 今後も引き続き複数の種で実験を行い、社
会システムと協力行動との関係を比較検討
していくことが望まれる。 
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